
止
と
観
に

つ
い
て

(
光

地
)
 

一
〇

六

止

と

観

に

つ

い

て

光

地

英

学

止
観
の
止
は
奢
摩
他

sam
a
th
a
で
あ
り
、
観
は
毘
婆
舎
那

V
ipa
鐙
n
a

(毘
鉢
舎
那

・
毘
擾
舎
那

・
毘
般
舎
那
・
毘
践
舎
那
)
で
あ
る
。
真
諦
訳

「大
乗
起
信
論
」
下
止
観
門

に
、
「所
レ言
止
者
、
謂
レ止
二
一
切
境
界
相
一
、

随
二順
奢
摩
他
観
一義
故
。
所
レ言
観
者
、
謂
レ
分
二別
因
縁
生
滅
相
一
、随
二

(
1
)

順
砒
鉢
舎
那
観
一義
故
。
」
(大
正
三
十
二
、
五
八
二
a
)
と
説
い
て
い
る
。

止
観
と
奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那
と
は
か
く
同

一
性

の
も
の
で
あ
る
が
、
先

ず
止
観
の
原
語

の
舎
摩
他

・
毘
婆
舎
那
の
名
を
以
て
説
述
し
て
い
る
経

論
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

の
攻
究
を
試
み
る
。(2
)
 

(3
)
 

(4
)

先
ず
直
接
的
な
意
義
と
し
て
、
奢
摩
他
は
寂
静

・
摂
心

・
心

一
境
性

(
5
)
 

(6
)
 

(
7
)

等

で
あ
り
、
毘
婆
舎
那
は
智
慧

・
如
実
観
察

・
正
見
等
で
あ
る
。
次
に

(8
)

そ
の
包
容
す
る
内
容
上
の
意
義
と
し
て
、
奢
摩
他
は
自
性
清
浄

で
あ
る

(9
)
 

(10
)
 

(1
1
)

こ
と
を
観
想
す
る
、
実

の
如
く
法
を
見
る
、
煩
悩
を
断
ず
る
、
身
心
軽

(
12
)
 

(
13
)

安
を
得
る
等
で
あ
る
。
毘
婆
舎
那
は
智
慧
を
証
得
す
る
、

心
念

つ
ま
り

(
1
4
)

三
昧
に
住
す
る
、
智
慧
に
て
法

の
相
を
見
る
等

で
あ
る
。

こ
れ
は
奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那
の
各
個
別
的
考
察

で
あ
る
が
、
両
者
を

(1
5
)

一
倶
に
し
た
直
接
的
意
義
は
、
八
正
道

の
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
内
面

(16
)
 

(17
)

的
意
義
と
し
て
は
、
解
脱
を
得
る
、
身
心
を
澄
浄

・
軽
安
な
ら
し
め
る

こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

要
す
る
に
奢
摩
他
は
心
を
空
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
毘
婆
舎
那
は
そ
の

空
じ
た
と
こ
ろ
よ
り
自
ら
展
開
す
る
心
内
ま
た
は
心
外
に
関
す
る
正
見

で
あ
る
。
前
者
は
心
の
消
極
的
作
用

で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
積
極

的
作
用
で
あ
る
。
奢
摩
他
と
毘
婆
舎
那

の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

(
18
)
 

(
19
)

奢
摩
他
に
依

つ
て
自
ら
毘
婆
舎
那
が
引
発
さ
れ
る
。
が
両
者
は
密
接
不

(
2
0
)

離

で
あ

り
、

互

い

に
讐

運

さ

る

べ
き

関

連

性

を
帯

び

て

い
る
。

1

な
お
摩
詞
止
観
巻

三

(
大

正
四
六

・
二
二
c
)
翻
訳
名
義
集
巻
四

(
大

正
五
四

・
一
一
一
八
b
)
。

2

大
乗
宝
雲
経
巻

五

(
大

正

一
六

・
二
七
〇

a
)
大
乗
菩
薩
蔵
正
法
経
巻

三
十
七

(
大

正

一
一
・
八
七
八

a
)

大
宝
積
経
巻
五
三

(
大
正

一
一
・
三

一
二
c
)

浄
土
論

(
大
正
二
六

・
二
三
三

a
)
な
ど
。

3

大
乗
荘
厳

経
論
巻
十

(
大

正
三

一
・
六
四
三
b
)
。

4

宝
雨
経
巻

八

(
大
正
十

六

・
三

一
九
b
)
仏
説
除
蓋
障
菩
薩
所
問
経
巻
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一
五

(
大
正

一
四

・
七
四

一
b
)
大
乗
菩
薩
蔵
正
法
経
巻

三
七

(
大
正

一

一
・
八
七
八

a
)
阿
毘
達

磨
集
異
門
足
論

巻

三

(
大

正

二

六

・
三

七

五

b
)
。

5

大
乗
菩
薩
蔵
正
法
経
巻
三
七

(
大
正

一
一
・
八
七
八

a
)

浄
土
論

(
大

正
二
六

・
二
三

一
b
)

阿
毘
達
磨
集
異
門
足
論
巻

一
八

(
大
正
二
六

・
四

四
〇

b
)

同
巻
三

(
同
二
六

・
三
七
五
b
)

な
ど
。

6

宝
雨
経
巻
八

(
大
正

一
六

・
三

一
九
b
)
。

7

翻
訳
名
義
集
巻
四

(
大
正

五
四

・
一
一
一
八
b
)
。

8

大
乗
随
転
宣
説
諸
法
経
巻
中

(
大
正

一
五

・
七
七
七

a
)
。

9

勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
巻

二

(
大
正
八

・
六
九
九

a
)

仏
説
除
蓋
障
菩

薩
所
問
経
巻

一
五

(
大
正

一
四

・
七
四

一
b
-
c

)
。

10

仏
為
娑
伽
羅
竜
王
所
説
大
乗
経

(
大
正

一
五

・

一
六

一
c
)
。

11

解
深
密
経
巻

三

(
大
正

一
六

・
六
九
八

a
)
大
乗
随
転
宣
説
諸
法
経
巻

中

(
大
正

一
五

・
七
七
七

a
)
喩
伽
師
地
論
巻

七
七

(
大
正
三
〇

・
七
二

三

c
)
。

12

仏
為
娑
伽
羅
竜
王
所
説

大
乗
経

(
大
正

一
五

・
一
六

一
c
)
方
広
大
荘

厳
経
巻

一

(大
正
三

・
五
四
五

a
)
。

13

阿
毘
達
磨
法
薙
足
論
巻

五

(
大
正
二
六

・
四
七
八

a
)
同
巻
六

(
同
二

六

・
四
七
九

a
)
。

14

深
密
解
脱
経
巻

三

(
大
正

一
六

・
六
七
五

a
)
大
乗
宝
雲
経
巻
五

(
大

正

一
六

・
二
七
〇

a
)
菩

薩
善
戒
経
巻

三

(
大
正
三
〇

・
九
七
九

a
)
勝

天
王
般
若
波
羅
蜜
経
巻

二

(
大
正
八

・
六
九

九

a
)
大

宝

積

経

巻

五

三

(
大
正

一
一
・
三

一
二

c
)

な
ど
。

15

決
定
義
経

(
大
正

一
七

・
六
五
三

c
)
喩
伽
師
地
論
巻

二
九

(
大
正
三

〇

・
四
四
五
b
)
。

16

喩
伽
師
地
論
巻

=
二

(
大
正

三
〇

・
三
四
四
b
)
。

17

同
三
二

(
同
三
〇

・
四
六
四

c
)
。

18

同
巻

一
二

(
同
三
〇

二
二
四

一
b
)
。

19

同
巻
三

一

(
同
三
〇

・
四
五

八
b
)
深
密
解
脱
経
巻

三

(
大
正

一
六

・

六
七
四
c
)
十
地
経
論
巻
九

(
大
正

二
六

・

一
七
五
b
)
。

20

金
光
明
最
勝
王
経

巻

四

(
大

正

一
六

・
四

一
九

a
)
解

深

密
経

巻

三

(
大
正

一
六

・
六
九
八

a
)
。

二

奢

摩

他

・
毘

婆

舎
那

の
訳

名

で
あ

る

止

観

の
表

現
を

以

て

し

た
場

合

の
意
義

も
、

概

ね

同
似

で
あ

る
。

強

い

て
云

う

な

ら

ば
、

た

だ
僅

か

ば

(1
)

か
り
の
説
述
の
相
違
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
止
観
の
関
係
も
、

(2
)

奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那
の
そ
れ
と
同
様
に
云
い
う
る
の
で
あ
り
、
止
と
観

(
3
)

と
は
車
の
両
輪
の
如
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
点
も
奢
摩
他

・

毘
婆
舎
那
の
場
合
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
若
し
止
と
観
と
の
両
者
が

均
等
を
得
な
い
で
、
何
れ
か

一
方
に
偏
す
れ
ば
、
真
の
悟
境
と
は
な
り

得
な
い
。
つ
ま
り
止
に
偏
す
れ
ば
昏
沈

・
解
怠
と
な
り
、
心
的
活
動
を

(
4
)

失
う
。
従
つ
て
衆
善

・
利
他
の
悲
心
か
ら
遠
離
す
る
よ
う
に
な
る
。
止

(
5
)

を
倶
わ
な
い
観
は
、
心
の
散
乱
を
将
来
し
て
正
見
を
失
う
。
故
に
止
観

均
等
双
修
し
て
、
は
じ
め
て
よ
く
仏
道
を
成
ず
る

に
至
る
の
で
あ
る
が
、

)
6
)

そ
の
こ
と
を
若
干
の
経
論
に
つ
い
て
み
る
に
次

の
如
く
で
あ
る
。

如
来
大
智
微
妙
独
尊
、
止
観
具
足
成
二最
正
覚
り
(「長
阿
含
経
」
巻
一

止
と
観

に
つ
い
て

(
光

地
)
 

一
〇
七
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止
と
観

に
つ
い
て

(
光

地
)
 

一
〇

八

-
大

正

一

・
十

a
-
b

)

若
止
観

不
レ
且
、
則
無
三能
入
二菩
提
之
道
殉
(真
諦
訳

「
大
乗
起
信
論
」

-
大

正
三
二

・
五
八
三
a
)

1

例

え
ば

「
摩
詞
止
観
」
巻

一
に
、

止
が
邪
僻

の
心
を
息

め
、
観
が
菩
提

心
を
発

す
る
。
(
大
正
四

六

・
五
b
)

同
巻

三
に
、

止
は
王
三
昧

で
あ
る
。

(
大
正

四
六

・
二
九

c
)
と
あ
る
如
く
。

2

例

え
ば
止
が
寂
静
、
観

が
智
慧

・
正
見

・
照

の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、

「摩

詞
止
観
」
巻

一

(
大
正
四
六

・
一
C
-
二

a

・
十
b
)

同
巻

二

(
同

四
六

・
一
八
c
)
同
巻

三

(
同
四

六

・
二

一
b
-
c
)
。
観

が
法

相
を
分

別
す
る

こ
と
を

「
釈
摩
詞

術
論
」
巻
八

(
大
正

三

二

・
六

五

五
b
)
。
止

観

の
関
係

に
つ
い
て
、
止

か
ら
観

が
生
ず
る

こ
と

を
、

「
維

摩
詰

経
」
巻

上

(
大
正

一
四

・
五
二

一
b
)
等
説
示

の
如
く
。

3

陰
持

入
経
巻
下

(
大
正

一
五

・
一
七
九
b
)

大
乗
理
趣

六
波
羅
蜜
多
経

巻

八

(
大
正
八

・
九
〇
二

c
)
守
護
国
界

主

陀

羅

尼

経

巻

五

(
大

正

一

九

・
五
四
七

c
)

大
乗
起
信
論

(
大
正
三
二

・
五
八
二

a
)

大
乗
荘
厳
経

論
巻

五

(
大
正
三

一
・
六

一
七

a
)
喩

伽
師
地

論
巻

五
八

(
大
正
三
〇

・

六
二
五

a
)
同
巻

九
〇

(
同
三
〇

・
八

一
〇

b
)

同
九

一

(
同
三
〇

・
八

一
九
b
)

同
九
二

(
同
三
〇

・
八
二
四
b
)
。

4

真
諦
訳

「
大
乗
起
信
論
」
修
行
信
心
分

(大

正
三
二

・
五
八
二

c
)
。

5

中
阿
含

一
五
宏
大
正

一
・
五

一
九

c
)
長
阿
含
九

(大

正

一
・
五
三

a
)

な
ど
。

6

な
お
奢

摩
他

・
毘
婆
含
那

の
場
合

は
、
「
仏
正
法
中

二

法
襲

行
。

彼

奢

摩
他
父
、

毘
婆
含
那
母
。
彼

二
法
種
姓
。

偶
言
、

毘
婆
舎
那
母
、

奢
摩
他

為
レ
父
、

生
二
一
切
菩
薩
画
因
二毘
婆
舎

那
、

奢

摩

他

等

一故
、

有
二
一
切
正

覚
一
。
」(三
且
足
経
憂
波
提
舎
-
大

正
二
六
・
三
六
一
C
-
三
六
二
a
)
。

三

止
観
に
は
そ
れ
ぞ
れ
類
型
が
あ
る
。
止
つ
ま
り
奢
摩
他
に
は
概
ね
、

近
分
定
所
摂
世
間

・
根
本
色
定
所
摂
世
間

・
根
本
無
色
定
所
摂
世
間

・

声
聞
独
覚
作
意
所
摂
出
世

・
菩
薩
作
意
所
摂
出
世

の
各
奢
摩
他
が
あ
る

(
1
)

と
し
て
、
都
合
五
種

の
止
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
世
間
定
の
三
種

出
世
間
定
の
三
種
の
止
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
観

つ
ま
り
毘
鉢

舎
那
に
つ
い
て
は
次
の
三
種
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
こ
に
特
に
注
目
し

た
い
の
は
こ
の
三
種
の
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「解
深
密
経
」
巻
三

(大

正
一
六
・
六
九
八
b
-
C
)
に
、
こ
の
三
種
の
観
を
挙
げ
、
有
相
・
尋
求
・

伺
察
の
各
毘
鉢
舎
那
と
な
し
て
い
る
。
有
相
毘
鉢
舎
那
は
三
摩
地
所
行

の
有
分
別
影
像
を
思
惟
す
る
の
を
い
い
、
尋
求
毘
鉢
舎
那
は
善
く
理
解

し
て
い
な
い

一
切
法
を
理
解
す
る
た
め
に
思
惟
す

る
の
を
い
う
。
ま
た

伺
察
毘
鉢
舎
那
は
善
く
理
解
し
て
い
る

一
切
法
に

つ
い
て
更
に
解
脱
せ

(
2
)

ん
が
た
め
に
思
惟
す
る
の
を
い
う
。
こ
の
う
ち
有
相
が
定
中
の
観

で
あ

り
、
尋
求
伺
察
が
定
中
と
定
外
二
面
の
観
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

定
の
中
と
外

の
両
面
に
関
し
た
観
の
内
容
は
、

四
諦

の
苦
諦
、
有
為

(
3
)

法
の
無
常
、
不
浄
観
、
慈
悲
利
他
観
等

で
あ
る
。

こ
れ
は
既
述

の
毘
婆

舎
那
が
智
慧
に
て
法
相
を
見
る
こ
と
の
意
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対

し
禅
定
中
の
み
の
観
は
、
止
を
基
盤
と
し
、
止
の
展
開
と
し
て
の
観

で

あ
る
。
そ
れ
は
有
分
別
の
影
像
で
は
な
く
し
て
、

三
昧
中
に
映
現
す
る
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も
の
で
、
そ
れ
が
い
う
と
こ
ろ
の
観
に
他
な
ら
な
い
。
尤
も
奢
摩
他
に

つ
い
て
も
、

か
か
る
意
味
内
容
を
以
て
説
示
し
て
い
る
向
き
も
な
く
は

4
)

な
い
。

が
し
か
し
専
ら
三
昧
中
の
映
像
に
つ
い
て
は
観

の
上
の
事
柄
が

主
で
あ
る
と
な
し
う
る
。
こ
の
こ
と
を

「解
深
密
経
」
巻
三
は
次
の
如

く
示
し
て
い
る
。

(5
)

(
前
略
)
於
二
如
レ是

三
摩
地
影
像
所
知
義
中

{
能
正
思
択
最
極
思
択

(
大
正

一
六
・

六
九
八

a
)
。

(
6
)

三
摩
地
所
行
有
分
別
影
像
、
毘
鉢
舎
那
所
縁
。
(大
正

一
六
・
六
九
八
b
)
。

「
解
深
密
経
」
以
外
と
し
て
は
、

此
是
心
寂
処
、
説
名
二奢
摩
他
嚇
観
二彼
種
種
境
一
、名
二毘
鉢
舎
那
一
。(
六
門
教

授
習
定
論
-
大
正
三
十
・
七
七
六
b
)

若
修
二毘
鉢
舎
那
一即
得
二無
所
観
心
殉
(如
来
不
思
議
秘
密
大
乗
経
巻
四
-
大

正
一
一
・
七
一
二
a
)

殊
に

「浄
土
論
」
に
は

云
何
観
察
、
智
慧
観
察
、
正
念
観
レ彼
、
欲
三如
実
修
二行
毘
婆
舎
那
一故
。

(大
.
 
正
二
六
・
二
三
一
b
)

と
し
、
次

い
で
観
察
を
三
種
に
説
い
て

山
者
観
二察
彼
国
土
功
徳
荘
厳
一
、二
者
観

一察
阿
弥
陀
仏
功
徳
荘
厳
嚇
三
者
観
二

察
彼
諸
菩
薩
功
徳
荘
厳
幻
(大
正
二
六
」
二
三
、一
b
)

ま
た

「
観
無
量
寿
経
」
所
説
の
観
法
、
そ
し
て
た
と
え
ば
弥
陀
観
に
つ

い
て

「
但
当
三
憶
想
令
二
心
眼
見
こ

と
あ
る
な
ど
も
、

同
轍

に
し

て
い

い
う
る

こ
と

で
あ
る
。
駐

い
う
ま

で
も
な
く
、

か
か
る
三
昧
裡
の
影
像
は
客
観
界
か
ら
映
現
す

る
も
の
で
な
く
、
識
所
現
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

由
二彼
影
像
唯
是
識
一故
。
(解
深
密
経
巻
三
-
大
正
一
六
・
六
九
八
b
)
此

心
如
レ是
生
時
、
即
有
二如
レ是
影
像
顕
現
幻
(中
略
)
如
レ是
此
心
生
時
、
相
二

似
有
ツ異
、
三
摩
地
所
行
影
像
顕
現
。
(大
正
一
六
・
六
九
八
b
)

若
行
者
見
二仏
而
現
哨
将
為
二真
仏
一応
レ作
二是
念
一
。此
見
仏
従
二何
方
一来
、東

西
南
北
四
維
上
下
方
所
レ来
耶
。
若
将
二此
仏
一是
人
所
レ造
応
レ作
二是
念
一
。
…

如
レ是
観
已
、
知
二所
レ見
仏
一
。但
由
レ我
於
二精
舎
之
中
哨
観
二仏
形
像
剛
昼
夜

憶
念
。
是
故
仏
形
常
現
二目
前
殉
由
レ是
当
レ知
、
我
常
見
二聞

一
切
諸
法
嚇
将

為
レ実
者
、
皆
従
二自
心
一憶
而
起
。
(大
乗
修
行
菩
薩
行
門
諸
経
要
集
巻
下
-

大
正
一
七
・
九
六
二
c
-
九
六
三
a
)

定
外
の
観
は
八
正
道
の
正
見

・
正
思
惟
に
連
な
る
も

の
で
あ
る
と
思
考

せ
ら
れ
る
か
ら
、
敢
え
て
特
異
な
貼
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に

対
し
定
中
の
観
は
、
三
昧
よ
り
発
す
る
識
所
現
の
も

の
と
し
て
大

い
に

注
目
せ
ら
る

べ
き
馬
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
上
掲

の

「解
深
密
経
」

や
、
そ
れ
に
よ
つ
て
い
る
弥
勒

「
喩
伽
師
地
論
」

の
如
く
、
印
度
成
立

の
経
論
に
て
は
定
中
の
観
の
明
示
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、

印
度
の
論
師
に
て
は
定
中
の
観
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
充
分
推
測

さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
支
那

・
日
本
に
て
は
比
較
的
微
弱
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
僅
少
で
あ
る
こ
の
方
面
の
志
考
を
試
み
る
。
か
の
天
台
智
顎

(
五
三
八
-
五
九
七
)
は

「
釈
摩
詞
般
若
波
羅
密
経
覚

意
三
昧
」
(大
正
四

止

と
観

に

っ
い
て

(
光

地
)
 
一

〇
九
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止
と
観

に
つ
い
て

(
光

地
)
 

一
一
〇

六
・
六
二
四
c
)
に
て
、
三
昧
に
入
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
ま
ず
坐
中
に
心

意
を
観
ず
る
必
要
が
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
止
は
三
昧
の
体

で
あ
る
の

に
対
し
、
観

は
そ
の
相

で
あ
り
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
止
と
観

の
両
者
を
い
つ
て
い
る
、
更
に
は
観
に
重
点
を
お
い
て
の
説
示
で
あ
る

も
の
と
も
み
ら
れ
る
。

次
に
禅
の
方
面
に
視
点
を
移
し
て
み
る
。
ま
ず
大

医
道
信

(
五
八
〇

-
六
五
一
)
は
、

一
を
守

つ
て
移
ら
ず
意
を

一
物
に
注
ぎ
終

日
看

て
己

(
7
)

ま
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
は
止
観

へ
の
方
途

で
も
あ
り
、

ま
た
観
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
信
の

資
、
大
満
弘
忍

(
六
〇
二
-
六
七
五
)
に
つ
い
て
は
、
打
坐
中
世
界
に
遍

満
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
仏
境
界

で
あ
り
、
清
浄
法
身
を
証
得
し
て
い
る

(
8
)

意
味
の
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
止
に
相
当
す
る
。
ま
た
観
照

(9
)

を
明
か
に
し
た
こ
と
、
坐
禅
中
、
心
中
に
空
際
を
尽
く
し
て
遠
く

一
字

を
看
る
こ
と
を
勧
説
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
観

へ
の
方
途
を
云
つ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
宏
智
正
覚

(
一
〇
九
一
-
一
一
五
七
)

に
注
目
し
た
い
。
宏
智
に
つ
い
て
は
そ
の

「
坐
禅
箴
」
が
や
や
そ
の
閃

き
を
感
じ
さ
せ
る
。
「坐
禅
箴
」
は

「不
レ
触
レ
事
而
知
、
不
レ対
レ縁
而
照
。

不
レ
触
レ
事
而
知
、
其
知
自
微
。

不
レ
対
レ縁
而
照
、
其
照
自

妙
」
と

い

う
。
客
観
的
事
象
に
よ
る
知

で
は
な
く
、

心
そ
れ
自
ら
の
映
現

で
あ
る

か
ら
照
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み

て
く
る
な
ら
ば
、

こ
の

「
坐
禅
箴
」
の
語
は
定
中
の
観
で
あ
る
と
も
み

ら
れ
う
る
。

し
か
し
支
那
さ
ら
に
日
本

の
禅
に
て
は
、
か
か
る
観
と
し

て

の
意
義

に

立

つ
た

止
観
、

つ
ま

り

禅

は
、

勘

く

と

も

文
献

上

か

ら

い

つ
て
も
極

め

て
乏

し

い
よ

う

に

思

わ

れ
る
。

な

お

こ

の
点

大

方

の
ご
指

示

を

得

ば
幸

甚

で
あ

る
。

1

喩
伽
師
地
論
巻

六
四

(
大
正

三
〇

・
六
五
七
c
)
。

2

喩
伽
師
地
論
巻

六
四

(
大
正

三
〇

・
六
五
七

c
)
に
は
、

五
種

の
毘
鉢

舎
那
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
が
尽
所
有

性
、

二

が
如

所

有
性
、

三

が
有

相
、

四
が
思
求
、

五
が
観
察

の
各

毘
鉢

舎

那

で

あ

る
。
三
か

ら
五

ま

で

は
、
「
解
深
密
経
」
巻

三

の
三
種
に
相
当
し
、

一
の
尽
所
有
性
毘

鉢

舎

那

は
、

一
切
法

の
自
性

を
知

る
観

法
で
あ
り
、

二
の
如

所

有
性

毘

鉢

舎

那

は
、

一
切
法

の
差
別
を
知

る
観

法
で
あ
る
と
解

さ
れ
る
。
従

つ
て
四
の

思

求
、

五

の
観
察
、

或

い
は
三
種

の
二

の
尋
求
、

三

の
伺
察

に
含
ま
れ
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。

か
か
る
視
点
か
ら
し

て
内

容

上
、

五
種

の
畏
鉢

舎

那

も
、
要

す
る
に
三
種

の
そ
れ
を
出
な

い
こ
と
と
な
る
。

3

増

一
阿
含

一
一

(
大
正
二

・
六
〇
〇

b
)
真
諦
訳

「
大
乗
起
信
論
」

修

行
信
心
分

(
大
正
三
二

・
三
四

一
b
)
。

4

例
え
ば

「
於
二
心
中

一想
三
円
満
月
輪
量
周
二
法
界
一
、於
二
中
観

地

字

門
画

了
了
分
明
如
二
珂
雪

一専
注
而
住
、

即
為

二
奢
摩
他
一
。
」(修
習
般

若

波

蜜

菩

薩
観
行
念
儀
軌
-
大

正

二
〇

・
六
一
三

c
)

そ
の
他
は
省
略
。

5

喩
伽
師
地
論

に
て
は
同
巻

七
七

(
大
正
三
〇

・
七
二
三

c
)
。

6

前
同

巻

七
七

(
大
正
三
〇

・
七
二
四

a
)
。

7

樗
伽
師
資
記
道

信

の
項

(
大
正
八
五

・
一
二
八
八
b
)
。

8

・
9

・
10

前
同
、
弘

忍

の
項
。
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